
令和８年度当初予算 （案）

記者会見資料

長崎ミュージックフェスマラソン いよいよ開催！

輝く未来へ翔け出す

チャレンジ予算



当初予算のポイント

「諫早市の新しい都市計画」の実現、子育て支援や教育環境の更なる充実、「長崎ミュージック

フェスマラソン」の初開催など、市民が未来へ希望を抱き、夢が叶うまちとなるよう積極的に

取り組む 輝く未来へ翔け出すチャレンジ予算 を編成

❶

一般会計

予算総額 ７０３億２,０００万円（過去最大） [前年度比＋１９億４,000万円（＋２.８％）]

来てよし！

▪ 長崎ミュージックフェスマラソン開催事業 ４５，０００千円
▪ （仮称）市民交流センター整備事業 １９４，１７５千円
▪ 中核工業団地周辺道路整備検討事業【新規】 ２０，０００千円
▪ 文化財活用推進事業【新規】 ８，２７７千円

住んでよし！

▪ 土地利用政策策定事業 （債務負担行為含む）４１，０７９千円
▪ 高校生世代福祉医療費支給事業【拡充】 ９０，９９６千円
▪ 諫早平山産業団地整備事業、同関連事業 ３８８，000千円
▪ 地域おこし支援事業【拡充】 ６１，４１９千円
▪ 発達支援事業【拡充】 １９，８８６千円

育ててよし！
▪ 小長井地域義務教育学校整備事業 （債務負担行為含む）５,０３５，９４８千円
▪ スポーツ・文化部活動地域展開事業【拡充】 ６，１２４千円
▪ 子ども体験活動支援事業【拡充】 １，５００千円

かな



［１］ 普通建設事業費 約２５．１億円の増（小長井地域義務教育学校整備事業等の増）

［２］ 補助費等 約 ５．１億円の減（県央県南広域環境組合負担金等の減）

［３］ 人件費 約 ３．４億円の増（一般職給与、会計年度任用職員給与等の増）

１ 歳出予算

一般会計当初予算の概要

❷

（単位：千円・％）

Ｒ8年度 Ｒ7年度

当初予算 当初予算 増減額 増減率
① ② ③（①－②） ③／②

70,320,000 68,380,000 1,940,000 2.8

１　人件費 9,320,115 8,977,571 342,544 3.8

２　扶助費 23,230,557 23,285,632 △ 55,075 △ 0.2

３　公債費 6,119,753 6,214,256 △ 94,503 △ 1.5

38,670,425 38,477,459 192,966 0.5

４　物件費 9,066,529 9,108,831 △ 42,302 △ 0.5

５　維持補修費 530,924 537,172 △ 6,248 △ 1.2

６　補助費等 8,555,768 9,064,560 △ 508,792 △ 5.6

18,153,221 18,710,563 △ 557,342 △ 3.0

７　普通建設事業費 6,766,453 4,257,647 2,508,806 58.9

　(1) 普通建設補助事業 4,088,901 1,753,535 2,335,366 133.2

　(2)普通建設単独事業 2,677,552 2,504,112 173,440 6.9

８　災害復旧事業費 51,000 51,000 0 0.0

6,817,453 4,308,647 2,508,806 58.2

９　積立金，繰出金，
　　 　　　　　　投資・出資金・貸付金

区　分

計

計

計

R8年度←R7年度

義務的経費

消費的経費

投資的経費

歳 出 総 額

△ 204,430 △ 3.0その他 6,678,901 6,883,331



❸

［１］ 市税 １９０億７，９６９万７千円 [前年度比 ＋ ７億５，７５２万７千円]

▪ 家屋の新増築の増や償却資産の伸びが見込まれることなどによる固定資産税の増など

［２］ 地方交付税 １２９億１，１００万円 [前年度比 ＋ ９億４，３００万円]

▪ 国の地方財政対策などによる地方交付税の増

［３］ 基金繰入金 ３３億 ９２３万４千円 [前年度比 △２９億６，６６９万２千円]

▪ 市税や地方交付税などの増に伴う財源調整や各種事業への財源充当による基金繰入の減

▪ 令和８年度末基金現在高（見込） １００億３７２万３千円
[前年度比 ＋１３億５，５３０万円（＋１５．７％）]

▪ 市民一人当たり基金現在高（見込） ７万５千円

［４］ 市債 ４１億８，３２０万円 [前年度比 ＋１２億６，７５０万円]

▪ 義務教育学校整備事業、産業団地整備事業などの普通建設事業費の増による市債借入の増

▪ 令和８年度末市債現在高（見込） ４８４億７，４８８万７千円
[前年度比 ＋６億１，７１７万７千円（＋１．３％）]

▪ 市民一人当たり市債現在高（見込） ３６万５千円

［５］ 自主財源比率 ３８．0％ [前年度比 △ ４．２ポイント]

▪ 自主財源である基金繰入金の大幅減や、依存財源である市債や地方交付税の増などによる減

２ 歳入予算



0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

市税 個人市民税 固定資産税・都市計画税

１０0

５0

177

➍

市税の推移（決算ベース）

200
196

173170

R3から堅調に推移

（単位：億円）

１５0

※令和６年度以前は決算額、令和７年度は決算見込額
※令和６年度の個人市民税には定額減税分を加算

187

182

168170

リーマンショック（H20）

・西九州新幹線開業
・企業誘致・大規模投資
・子育て支援３本の矢
などの施策の実施



50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人口（４月１日現在） 納税義務者（個人市民税）

❺

人口及び納税義務者数の推移

133,034134,380

134,949

人口は減少しているものの、
個人市民税の納税義務者数は
増となっている。
（R2→R7：＋3,433人）

（単位：人）

69,225

65,795

135,556

144,412

133,670

66,247

66,669

67,676

59,336

65,792

136,355



［１］ 市民の国際化推進事業 １６，４６０千円
▪ 海外の姉妹・友好都市への周年記念訪問等

［２］ 乳児等通園支援事業【新規】 ７，６５０千円
▪ 「こども誰でも通園制度」の実施

［３］ 高校生世代福祉医療費支給事業【拡充】 ９０，９９６千円
▪ 令和8年10月診療分から現物給付化

［４］ 児童育成支援拠点事業【新規】 １３，２８１千円
▪ 養育環境等に課題を抱える児童に対する安全・安心な居場所の提供等

［５］ 歯科健康診査事業【拡充】 ５，７３７千円
▪妊婦歯科健康診査の無償化等

［６］ 発達支援事業【拡充】 １９，８８６千円
▪ 発達支援ワンストップ相談窓口（すくすく広場１階）の開設等

［７］ 地域おこし支援事業【拡充】 ６１，４１９千円
▪ 子育て支援など新たな分野への地域おこし協力隊の活用

［８］ 土地利用政策策定事業 ４１，０７９千円
▪ 「諫早市の新しい都市計画」策定の進捗を図る （債務負担行為含む）

令和８年度当初予算では 新規事業９事業 拡充事業８事業 を計上

主な事業を「第３次諫早市総合計画（案）」の施策体系に沿って整理しています

主な事業

❻

子育て支援課

すくすく広場

移住定住推進課

企画政策課

チャレンジできるまち

すくすく広場

子育て支援課

こども政策課

都市政策課



［１］ 日本型直接支払事業 ３７０，８０４千円
▪ 農村地域の多面的機能を維持・発揮させる活動に対する支援

［２］ 有害鳥獣被害防止緊急対策事業 １１９，５３６千円
▪ 有害鳥獣の捕獲活動等に対する支援

［３］ 諫早平山産業団地整備事業、同関連事業 ３８８，０００千円
▪ 小栗地区に新たな産業団地及び関連インフラを整備

［４］ 工業用水道施設拡張事業（工業用水道事業会計） ３８５，７１６千円
▪ 工業用水道施設の拡張による新たな需要への対応

農地保全課

有害鳥獣対策課

企業誘致課

水道課

❼

［１］ 小長井地域義務教育学校整備事業 ５，０３５，９４８千円
▪ 義務教育学校の校舎及び屋内運動場の建設 （債務負担行為含む）

［２］ スポーツ・文化部活動地域展開事業【拡充】 ６，１２４千円
▪ 部活動の地域クラブへの展開を推進

［３］ 子ども体験活動支援事業【拡充】 １，５００千円
▪ 小中学生に豊かな体験活動の機会を提供する事業に対する支援

学校教育課

生涯学習課

教育総務課

産業が活力を生み出すまち

人を育む学びのまち



➑

誇りと賑わいのあるまち

［１］ 文化財活用推進事業【新規】 ８，２７７千円
▪ 文化財のデジタルデータ整備による情報発信の強化等

［２］ 長崎ミュージックフェスマラソン開催事業 ４５，０００千円
▪ 音楽と融合した国内初の本格的なマラソンイベントの開催（令和９年１月３１日）

［３］ （仮称）市民交流センター整備事業 １９４，１７５千円
▪ （仮称）市民交流センターの実施設計

持続可能なまち

［１］ すみよか事業 ６９０，０００千円
▪ 日常生活を支える道路、水路等の維持補修、小規模改良等

［２］ 道路橋りょう整備事業 ７２１，８００千円
▪ 中核工業団地への新たなアクセス道路整備の検討等

［３］ 緊急浚渫推進事業 ３５，５００千円
▪ 河川等の浚渫の実施

［４］ 本明川ダム周辺整備事業 ６５，５００千円
▪ ダム周辺地域の道路等の整備

［５］ 諫早駅周辺整備事業 ２５０，０００千円
▪ 諫早駅周辺の道路網の整備 （債務負担行為含む）

文化振興課

スポーツ振興課

文化振興課

建設総務課ほか

道路課

河川課・農地保全課

ダム推進課

都市再生課



特別会計当初予算の概要

企業会計当初予算の概要

❾

企業会計 予算総額 １７４億 １２０万８千円 [前年度比 △４億６，１０１万円（△２．６％）]

特別会計 予算総額 ３２８億６，０２０万円 [前年度比 △ １億１,０6０万円（ △ ０.３％）]

（単位：千円・％）

Ｒ8年度 Ｒ7年度

当初予算 当初予算 増減額 増減率
① ② ③（①－②） ③／②

15,564,000 15,896,000 △ 332,000 △ 2.1

2,603,000 2,328,000 275,000 11.8

保険事業勘定 14,614,000 14,673,000 △ 59,000 △ 0.4

サービス事業勘定 12,600 11,000 1,600 14.5

37,000 38,000 △ 1,000 △ 2.6

29,600 24,800 4,800 19.4

32,860,200 32,970,800 △ 110,600 △ 0.3合　計

区　分
R8年度←R7年度

駐車場事業

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

墓園事業

（単位：千円・％）

Ｒ8年度 Ｒ7年度

             当初予算（支出）              当初予算（支出） 増減額 増減率
① ② ③（①－②） ③／②

5,939,856 6,166,946 △ 227,090 △ 3.7

1,214,006 1,030,024 183,982 17.9

10,247,346 10,665,248 △ 417,902 △ 3.9

17,401,208 17,862,218 △ 461,010 △ 2.6

下水道事業

合　計

区　分
R8年度←R7年度

水道事業

工業用水道事業


